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読書メモ
はじめに：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　先月、当時の河野防衛大臣が母方にのみ天皇の血筋を引く「女系天皇」を容認すべきだと発言し、話題となった(内容は、下記のとおり)。そこで今回は、「女系天皇」について、報告したい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“河野氏は２３日のインターネット番組で、男系維持が望ましいと断った上で、「（現行の皇室典範では）結婚すると女性は皇室から外れるわけだが、とにかく女性も皇室に残す」と提唱。「男の子がいなくなった時にはしょうがないから、愛子さまから順番に女性の皇室のお子さまを天皇にすることを考えるのが一つだ」と踏み込んだ。”
　
参考とした著書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「女性天皇」と「女系天皇」はどう違うのか （今さら人に聞けない天皇・皇室の基礎知識）　　　PHPエディターズ・グループ　、他
竹田 恒泰（たけだ　つねやす）作家
1975年、旧皇族・竹田家に生まれる。明治天皇の玄孫にあたる。
慶應義塾大学法学部法律学科卒業。平成18年（2006年）『語られなかった皇族たちの真実』（小学館）で第15回山本七平賞を受賞。『日本はなぜ世界でいちばん人気があるのか』（ＰＨＰ新書）、『現代語古事記』（学研プラス）など多数の著書がある。

谷田川　惣（やたがわ　おさむ）　編集者・著述家
1972年、京都府生まれ。立命館大学法学部法学科卒業。出版社で編集者として活躍する傍ら、著述家として政治、歴史、憲法などについての論評や講演などを行っている。
著書に『皇統は万世一系である』（日新報道）、『皇統断絶計画』（青林堂）などがある。 
概要：
平成から令和へと時代が変わり、皇位継承問題、特に女性天皇への関心が高まるなか、「愛子さまが天皇になれないのはおかしい」と思っている人は多い。世論調査では、「女性天皇」に賛成する人が70～80％。一方で、「女系天皇」の意味がよくわからないという声は90％を超える。「女性天皇」と「女系天皇」の違い。そして、現在議論となっている「女系天皇」と「女性宮家」にはどのような反対意見があり、なにが問題となるのか。明治天皇の玄孫にあたる作家・竹田氏と、政治哲学が専門の評論家・谷田川氏による対談と谷田川氏による考察の2部構成となっている。
骨子：
1 世論調査などでは7割の回答者が女性天皇、女系天皇を支持しているというが、女
性天皇と女系天皇の違いがわかっている人は少ない。男女同権の世の中になったの
だから女性が天皇になれないのはおかしいと簡単に考えているのではなかろうか。
現行憲法は皇位を世襲と定めており、一般国民と同列に論じることはできない。わ
が国は万世一系の天皇が統治してきた世界に類のない国である。
2 皇室典範によると、皇位は皇統に属する男系の男子が継承する。男系とは、父親の系譜をたどれば神武天皇にたどりつくことをいう。女系とは母親をたどれば、神武天皇にたどりつくことになるが、そのような天皇は史上一人も存在しない。わが国には10代8人の女性天皇がいるが、女性天皇は、お父さんの血筋だけをたどっていくと神武天皇につながる。一方、いわゆる女系天皇は、お父さんだけの血筋だけをたどっていくと、神武天皇につながらない。お父さんだけの血筋だけで神武天皇につながる人は女性天皇。お父さんの血筋だけで神武天皇につながらない人は、いわゆる女系天皇である。
3 例えば、愛子さまのお父さんは、天皇陛下でお父さんだけをさかのぼれば、神武天皇につながる。したがって愛子さまが仮に天皇になれば、男系の天皇(これが女性天皇)。しかし、愛子さまが天皇になって、○○さんと結婚されたとする。したがって愛子さまが仮に天皇になれば、男系の天皇(これが女性天皇)。しかしその間で生まれた子供が天皇になった場合、お父さんの血筋をさかのぼれば、〇〇さんの父方の血筋につながっていき神武天皇にはつながらない（これが女系天皇）。ただし、このように女系天皇なるものは、実はこれまで存在せず、皇位継承論議とは、男系継承を守るか、やめてしまうか、ということである。
　　　　　
4 そもそも天皇とは何か。民の幸福と安寧を祈る祭主だった。天皇は大御心、民は大
御宝だった。支配者と被支配者ではなかった。政治の実権は摂関家、武家の手に移
ったが、天皇に取って代わろうとする実力者はいなかった。男系による皇位継承は
建国以来の伝統であり、その伝統は何としても守らなければならない。女性天皇を
認め、その配偶者との間に生まれた子供が皇位を継いだとすれば、神武以来の皇統
が断絶することになる。それは日本が日本でなくなるに等しい。そして皇室の安定的継承を考えるならば、GHQによって廃止された旧皇族の復活をはかるのが筋ではないのか。(これが、結論のようです)
個別に課題をみていくと：
現在の皇位継承権者は？（わずか3人）：
日本には過去、女性の天皇がいた時代があった。歴史上8人もの女性の天皇がおり、推古天皇も持統天皇も女性であった。したがって、女性が皇位につくことそのものは、伝統に反することではない。しかし、『皇室典範』では「皇位は、皇統に属する男系の男子がこれを継承する」となっている。（男系とは、父親が天皇の血筋を引いていること。）これによると、天皇になれるのは皇族の父親をもつ男子だけ、ということになる。また、現時点で皇位継承権をもつ男性は皇嗣となった秋篠宮さま、上皇陛下の弟の常陸宮さま、秋篠宮さまの長男・悠仁（ひさひと）さまの三人しかおらず、愛子さまは天皇になることはない。 したがって、愛子さまが天皇になるためには皇室典範を改正して、女性が皇位を継承することを認める必要がある。 
父と母どちらが天皇の血筋かがポイントとなる（女性天皇と女系天皇）：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　女性天皇と女系天皇の違いを簡単にまとめると：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①女性天皇＝父親が天皇家の血を引いている女性の天皇　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ②女系天皇＝母親が天皇家の血を引いているが父親は天皇家の血筋ではない天皇（女性に限らない）となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　愛子さまが皇位を継承すると、父親が天皇なので女性天皇となる（「皇室典範」の改正は必要であるが）。問題はその先の代であり、愛子さまに子どもが生まれたとして、それが男の子であれ女の子であれ、天皇家の血筋は「母方」となる。つまり愛子さまの子どもは（男性でも）「女系天皇」になる。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本は伝統的に父親の父親の……と男性の血筋をたどって天皇家を存続させてきた。女性が天皇になっても、次の代を弟に譲れば「男系の血筋」は守られる。しかし愛子さまは一人っ子なので、愛子さまの子どもが継げば「男系」ではなくなることになる。 現在の「男系男子」しか皇位を継承できない法律のままでは、男性皇族が男子をもうけない限り、天皇家は存続できない、というところまできている。 しかも皇室典範では女性皇族は結婚すると皇室を離れることにもなっている。天皇陛下の妹・黒田清子さんも、結婚と同時に皇室を離れている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　したがって、女性天皇を認めるためには、女性皇族が結婚しても皇室にとどまれるようにする「女性宮家」の創設も検討する必要がある。 日本の伝統である皇室は「万世一系」（永遠に一つの系統が続くこと）とも言われるが、男系にこだわることで存続できなくなる可能性もある。 
女系天皇は「万世一系」に反するか？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　女性天皇が産んだ子も男女を問わず天皇になるとすると、継承権者は一挙に増える。ただ、「女系天皇は認めない」とする意見が根強くある。なぜなら日本の天皇制は男系でつながってきており(万世一系)、その歴史を絶やしてはならないというのである。しかし、男系にこだわって皇室が存続できなければ、歴史を途絶えさせることになる。2005年、小泉純一郎首相の時に女系天皇を認める報告書がまとめられたことがあったが、その直後に秋篠宮妃紀子さまが懐妊し、悠仁さまが誕生され、論議は先送りになり、今に至っている。
感想：
1 この本で女性天皇と女系天皇の違いがよく分かる。NHK調査で女性天皇と女系天皇の説明ができない国民が90％以上というのは、驚くべきことである(実際、私自身もこれまでこの違いはよく理解していなかった)。
2 この本の結論は、「天皇は、男系に決まっており、女系天皇は、考えられない」ということである。すなわち：
　　　・男系継承の原理は、古から変更することなく、現在まで貫徹されてきた。そしてそれを、重くとらえなくてはならない。
　　　・男系継承は、男女の差別の問題ではなく、家の領域の問題であり、男女は関係ない。男女継承とは、「天皇家の方に天皇になってもらう」ことに尽き、それは、天皇家以外の人が天皇になるのを拒否することに他ならない。」
　　　・男系承継とは、女性を締め出す制度ではなく、むしろ男性を締め出す制度である。民間の女性は、皇族との結婚でなる皇族となる可能性があるが、民間の男性が皇族となる可能性はない。
　　　・男系承継の原理を守ってきた日本が世界で最も長く王朝を維持し現在に至っている。皇室は2600年以上続いており、歴史的な皇室制度の完成度が高く、その原理を変更するには、よほど慎重になるべきである。今を生きる日本人は、先祖から国体を預かり、子孫に受け継ぐ義務がある。国体の継承は日本人の責務である。
しかし、もっと、国民全体を巻き込んで天皇制度自体を議論し認識する必要があるのではなかろうか？（最近、タイでは、これまで絶対の信頼を得ていたといわれるタイ王室に対して若者中心にそのあり方について議論がまきおこっているという）
3 日本は、建国以来、「男系」を貫いたからこそ、「権力者」の藤原氏も平氏も源氏も、そして足利氏も徳川氏でさえ、「最高の権威」を維持した天皇を打倒できず、その結果、我が国は一度も王朝の交代がなく、安定して2600年以上もの歴史(現天皇は、126代)を重ねてきた。「皇統」とは、男女差別でも何でもなく、そういうものなのかもしれない。
⓸　これまで、天皇の果たしてきた役割は、かなり、大きいと思う。国家の一大事の時にその力が発揮されてきた感じがする。例えば、明治維新、2.26事件、太平洋戦争終結の際の玉音放送など。(天皇の勅命がなければ、大混乱が起き収拾がつかなかったのではないだろうか)
⑤　もし私の家（○○家））に、娘しかいない場合は、どうだろうか？「男系継承」は、断絶してしまうことになる。そして、娘がA君と結婚して、その子が○○家2世としても名乗っても私は、特に問題は感じない(ただし、その人物の人柄にもよるが)。しかし、「男系」をさかのぼって、全く知らないと遠縁の親戚が○○家2世と名乗ることの方にむしろ違和感がある。　ただし、皇室を考えるときには、このような一般人の考えを持ち込んでは、いけないのであろう。
⑥　天皇制度自体には、特に異論はない。しかし、これまで通りの「男系」維持を今後も続けるというのは、かなり無理があるのではないだろうか。（これまでは、「男系」維持のため宮家や側室制度が、あったというが）。天皇自身にむしろ負担がかかっているのではないかとさえ思う。(各　公務、行動の制限、その他)。天皇ご自身は、どう思われているのだろう？
天皇家に生まれたことについて何らかの葛藤はなかったのであろうか、それとも幼少よりの教育によりその覚悟を決められたのであろうか？
意見交換のテーマ：下記について、自由に意見交換したいと思います（感想含む）。
1. 女系天皇についてどう思いますか？（日本において女系天皇を認めるべきでしょうか？）
　また、女性天皇は？
女性天皇＝父親が天皇家の血を引いている女性の天皇　　　　　　　　　　　　　　　　　　
女系天皇＝母親が天皇家の血を引いているが父親は天皇家の血筋ではない天皇（女性に限らない）。　　
　　　　　
考慮すべき点

1 男系継承は一夫一婦制では困難ではないか？
2 (男系継承のため)旧皇族の復帰に国民は納得するか？
3 男系継承は、男女平等の時代に反していないか？
4 男系継承はお妃にプレッシャーをあたえるのではないか？
5 国民の多数は、女性・女系天皇を支持しているのではないか？
2. 日本のあるべき天皇像とはどう思いますか？天皇制度については？
ポイント：
日本国憲法では、天皇は、「象徴」とされています。「象徴」とは？ 
大日本憲法では、「現人神」(天皇は，神聖にして侵すべからず)。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
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